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№１ 

【校長室より】 

 

『１人１秒のプレゼント』 

 

 

 第59回九州地区PTA連合会大会が6月１８、19日に長崎で開催されました。そのときの渡邉幸義氏の基調講

演でのお話です。 

マサと呼ばれている男の子がいた。マサは右足が不自由でいつも足を引いていた。だけど体育の授業にもサッ

カーの練習にも参加するがんばり屋である。運動会が近づき、クラス対抗リレーの練習が始まった。そんなある

日、マサがしょんぼりして職員室にきて担任の太田先生に「僕、クラス対応リレーには出ません」と言う。黙っ

ているマサを説得して、理由を聞き出すと、マサはクラスの一部の子達が「マサがいる限り僕らのクラスは一等

になれっこない」と話しているのを偶然に聞いてしまった。そこで先生に「僕はやめる。僕が走ると負けるから」

と言いに来たのだった。 

翌朝、太田先生はクラスのみんなにマサがリレーに出ないと言っていることと、その理由を説明し、最後に「リ

レーはみんなが力を合わせることが素晴らしいんだよ。大切な友達を、傷つけて、優勝したって何がうれしいの」

と、問いかけた。すると一人の男の子が立ち上がって、こう叫んだのだ。「マサ走れよ。クラスのみんなが一人

一秒ずつ速く走れば、３８人で３８秒速く走れる。そうしたら勝てるぞ」 

その日から子どもたちは、それは、必死になって、スタートからバトンタッチの練習をする。そして、運動会

の当日、マサは歯を食いしばって、自分の距離を走り抜いた。クラスのみんなも、マサに一秒をプレゼントする

ために必死で走る。よそのクラスは転ぶ子がいたり、バトンを落とすミスも出て、なんとマサのクラスに優勝が

転がりこんだ。太田先生は涙の向こうの子ども達の笑顔が、まぶしくて仕方がなかった。  

（「ありがとうを伝えたい」～もう一度人を信じたくなる６０の話 第二章より） 

渡邉氏は４人で始めた会社設立当時、毎日朝会でこの話をしたそうです。現在はグループ全体で従業員が約

3200人の会社の代表取締役です。 

 

全ての人は得意、不得意を持ち合わせています。多くの人は、不得意分野を自分の力でカバーすることができ

ますが、中には、自分の意に反して自分の力だけではカバーすることができない人がいます。しかし、その不得

意分野をお互いに、みんなでカバーすることができれば、一人一人が意欲的に、生き生きと活躍できる素晴らし

い世界が広がります。 

皆さんも『１人１秒のプレゼント』に挑戦してみませんか。 
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お濠の清掃 ６/６（土） 
 

 ６月６日（土）にお濠の清掃を行いました。今年は実施日が雨の予報で中止も考えられましたが、高総体期

間中の晴天時に柔軟に対応するという形で行うことができました。３年生男子がお濠の中へ入り、外来種の植

物を取り除きました。また、他の学年も洋の広場や第１グラウンドを中心に除草作業を精力的に行っておりま

した。高総体に出場した選手をしっかりと迎える準備としては最高の状態だったと思います。おかげで夏頃に

はきれいな蓮の花がお濠に咲き、登下校の生徒や、観光に訪れる人々の心を和やかにしてくれるものと思いま

す。 

新生徒会役員選挙 ６/１６（火） 
 

 ６月１６日（火）、新生徒会役員を決める生徒会役員選挙が行われま

した。 

 今年度は会長・副会長で定員を超える立候補があり、決選投票となり

ました。議長・副議長は信任投票でした。 

 立会演説会では、生徒たちの真剣な眼差しの中、候補者は各自の想い

を熱心に語りました。放課後には選挙管理委員会による開票作業が行わ

れ、新しい会長・副会長が選出され、また、議長・副議長は信任されま

した。 

６月２３日（火）には生徒会役員任命式が行われました。新生徒会長の

井関芽生（2-5）さんは「全員の進路実現ができるよう、五島高校をすば

らしい学校にしていきましょう」と決意を語りました。 

生徒会の構成員は全校生徒です。その代表が生徒会役員です。新会長の

井関さんが語った「五島高校をすばらしい学校」にするために、全校生徒

と共に生徒会活動に取り組んで欲しいと思います。 

 【新生徒会役員】 

  会 長：井関 芽生 (2-5) 

  副会長：中村  心 (2-1) 

     ：堀本 一樹 (2-5) 

  議 長：永峰 由美 (2-3) 

  副議長：中村 愛望 (1-1) 

バラモンキングボランティア ６/１４（日） 
 

 今年もバラモンキング大会が、６月１４日（日）五島で開催されまし

た。市役所から五島高校へボランティアへの協力要請があり、生徒・教員

合わせて２１２名のボランティア参加がありました。五高生をはじめと

し、たくさんの市民ボランティアの方々のおかげで、大会が運営されまし

た。それぞれ担当業務に分かれ、テキパキと業務遂行していただき、本当

にありがとうございました。  
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プール実習 （スポーツコース） 

１８（木）・２５（木） 

 

 ６月１８日（木）、２５日（木）に五

島市福江市民プールをお借りして、晴天

とは言えない、気温や水温も低い中では

ありましたが、日頃の鍛えた体と精神力

で、十分な準備運動を行い、元気にプー

ル実習を実施しました。 

 泳力に応じた段階別練習において、基

礎基本から習得する者や、長い距離を泳

ぐ者など、各自の能力を向上させまし

た。 

 １・２年生は７月８日（水）～１０日

（金）に行われるマリンスポーツ実習に

つなげてほしいと思います。  

野球部より 夏の大会に向けて 
 

 甲子園予選を兼ねた高校野球選手権 長崎大会が７月１１日か

ら開催されます。 

 五島高校野球部の初戦日時などは下記の通りです。力の限り頑

張ってください。応援しています。 

 

  試合日時 ７月１１日（土）  

       14:30開始予定 

  対戦相手 川棚高校   

  試合会場 ビッグＮスタジアム（長崎市）  

  

【野球部主将 決意の言葉】 竹中悠真（３－１） 

 私たち野球部は「我心勝鍛」というスローガンのもの日々精進

してきました。これまで支えてくださった家族、指導してくだ

さった先生方など、全ての人に結果で恩返ししたいと思っていま

す。１回戦は１１日の第３試合に川棚高校と対戦します。心から

の応援よろしくお願いします。  

 オープンスクールのお知らせ 

 

 ７月２２日（水）に、本校で中学生向けにオープンスクールを

開催します。例年、島内・外から多くの中学生・保護者・先生方

に参加していただいています。 

 ビデオによる学校紹介・入試説明をはじめ、体験授業・施設見

学や部活動紹介・吹奏楽部演奏を実施します。また、「先輩と語

ろう」という時間を設け、現役の五島高校生から学校生活の説明

を受けたり、質疑応答をすることができます。 

 【日時】 ７月２２日（水）１２：５０～１６：００ 

 【会場】 五島高校メモリアルホール ほか 

 詳しくは各中学校に送付しております案内・ポスター、または

公式ウェブサイトをご覧ください。多くの方のご参加をお待ちし

ております。 

 五島高校公式ウェブサイトhttp://www.news.ed.jp/goto-h/ 

３学年主任より         「時間とお金の経済学」  
  

現在、日本人の平均寿命は約８０才だそうで、高校３年生の１８才という年齢はまだ４分の１にも満たしていないこ

とになる。ではこれを１日（２４時間）に置き換えるとどうなるか。朝の５時～６時、つまりやっと身体を動かそうと

する時間になるということだ。さすが高校生、なんともフレッシュな感じだ。 

次の話題。公立高校の３年間の学費は、約１２０万円。これを月額にすると約３万５千円、私立高校は程度の差があ

るが、公立の約３倍である。大学ではどうか。国公立大学での授業料６５万円、生活費１２０万円（家賃含む）であ

り、年間約１８０万円ものお金が必要だ（あくまでも平均だが）。私立大学、専門学校、短期大学も同等、もしくはそ

れ以上のお金がかかる。先日マネープラン講演会でお越しいただいた手塚先生は、私大への進学後、改めて自分にか

かったお金を計算してみて、その額の大きさに驚き、過剰な親への負担に気づかされ、将来を考えたのだという。 

今自分はどこにいて、どれくらいの努力をし、余生をどう生きるのか。また少子高齢化の問題、2040年問題、エネ

ルギー問題･･･。世の中の諸問題はどう解決するのか。そうしたことを考える上で数字は指標となる。物事を人ごとで

はなく、主体的に考えることが必要だ。その姿勢を養うのが高校教育である。決してテストの数字だけではない。 

はっきりとした記憶はないが、私は高校１年生のどこかで「数学」に躓いた。それ以来これまで、あてのない数字か

らの逃避行が続いている。年齢的には13時を過ぎて眠くなるときであるが、精いっぱいの主体的数学的思考（？）に

挑戦したい。  

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A3JvTjeQEKhTXgUAWUuU3uV7/SIG=12bedv6dg/EXP=1403609616/**http%3a/www.sozai.rdy.jp/shirokuro/09/yakyu/sozai/01.jpg
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平成２７年度 

高総体の主な結果 

 

陸上 

男子 

110mH 

 今村威貴（15″11）優勝 

             （北九州大会出場） 

 戸川宏一（15″65）第６位 

             （北九

州大会出場） 

1500m 

 松本凜太郎 

 （4′03″19） 

 第３位 

 （北九州大会出場） 

8種競技 

 今村威貴 

 （4806点） 

 第４位 

 （北九州大会出場） 

400ｍH 

 戸川宏一 

 （56″16） 

 第８位 

走高跳 

 渡辺晴太朗（1m81）第８位 

 

女子 

5000m競歩 

 亀井彩花（29′55″71） 

  第５位  

 

 

 

 

 

 

 

 

柔道 

男子 

【団体戦】 

予選リーグ 

 ○五島５－０佐世保西 

 ○五島５－０西陵 

決勝トーナメント 

 １回戦 ○五島５－０佐世保工業 

 準々決勝●五島１－３長崎東 

      （ベスト８） 

【個人戦】 

100kg 超級 戸野本幸輝 準優勝 

        （九州大会出場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

女子 

【団体戦】 

 １回戦 ●五島１－①佐世保北 

       （代表戦） 

【個人戦】 

 48kg 級 山下真奈美 第３位 

 52kg 級 松野京香  第３位 

 

バドミントン 

男子 

【団体戦】第３位 

 ２回戦○五島３－１佐世保高専 

 ３回戦○五島３－０五島南 

準々決勝○五島３－１大村工業 

 準決勝●五島１－３西陵 

【個人ダブルス】 

 中村・釘本ペア ベスト16 

 中山・櫻田ペア ベスト16 

【個人シングルス】 

 中村秀冴 ベスト8 

 中山一真 ベスト16 

 

女子 

【団体戦】 

 ２回戦○五島３－２佐世保西 

 ３回戦●五島０－３佐世保商業 

 

 

剣道 

男子 

【団体戦】 

予選リーグ 

 ○五島４－０清峰 

 ●五島０－４西陵 

【個人戦】 

 都々木盛人 ベスト16 

 

女子 

【団体戦】 

予選リーグ 

 ○五島２－０猶興館 

 ○五島４－０島原中央 

 ●五島１－２長崎西 

【個人戦】 

 與田瑞希 ベスト８ 

      （九州大会出場） 

 

 

ソフトテニス 

男子 

【団体戦】 

 １回戦 

  ○五島３－０口加 

 ２回戦 

  ○五島２－０長崎西 

 ３回戦 

  ●五島０－２長崎工業 

 

女子 

【団体戦】 

 １回戦 

  ●五島１－２松浦 

 

 

バスケットボール 

男子 

 １回戦○五島89－79大村工業 

 ２回戦●五島75－81長崎南山 

 

 

女子 

 １回戦 

  ○五島92－48北松農業 

 ２回戦 

  ○五島76－47長崎南 

 ３回戦 

  ●五島68－79長崎商業 

 

 

サッカー 

 １回戦○五島４－２川棚   

 ２回戦●五島０－５猶興館 

 

 

バレーボール 

男子 

 １回戦●五島０－２大村 

 

女子 

 １回戦 

  ○五島２－０西海学園 

 ２回戦 

  ●五島０－２向陽 

 

 

卓球 

男子  

【団体戦】  

 １回戦●五島１－３波佐見 

 


